
観る②≪る
千葉県立美術館報

VOし.9 NO.2

(通巻36号)

昭和57年7月15日発行

編集・発行人 高橋在久

〒 260

千葉市中央港l丁目10番l号

1臣O472-42-8 3 1 1(代表)

●



みる・かたる・つくる

新
し
い
水
絵
を
求
め
て

中
西
利
雄
展

七
月
十
九
日
㈱
̃
八
月
十
九
日
㈱

無
料

水
彩
画
を
描
く
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
小
・
中
学

校
で
経
験
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
水
彩
画
は
絵
画

の
材
料
と
し
て
私
達
に
最
も
親
し

い
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
近
代

絵
画
史
の
上
で
も
重
要
な
役
割
を

果
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
水
彩
画
の
体
系

的
な
収
集
に
併
せ
「
水
彩
画
の
再

発
見
度
し

の
開
催
な
ど
、
水
彩
画

の
も
つ
意
義
や
歴
史
的
な
流
れ
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

水
彩
画
の
一
同
の
近
代
化
を
推
し

進
め
た
中
西
利
雄
に
焦
点
を
あ
て

て
み
ま
し
た
。

く
南
仏
風
景

一
九
三
〇

中
西
利
雄
は
生
涯
水
絵
を
愛
し

水
絵
の
良
さ
、
普
及
に
努
め
た
画

家
で
す
。

♪
水
絵
〃

中
西
利
雄
が
自
分
の
水
彩
画
を

称
す
る
と
き
用
い
た
言
葉
で
す
。

そ
こ
に
は
、
従
来
の
水
彩
画
と
は

違
っ
た
新
し
い
水
彩
画
を
生
み
出

そ
う
と
す
る
気
概
・
油
彩
画
に
対

す
る
批
判
が
込
め
ち
れ
て
い
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

中
学
校
時
代
、
図
画
教
師
で
あ

っ
た
水
彩
画
家
真
野
紀
太
郎
に
指

導
を
う
け
、
東
京
美
術
学
校
西
洋

画
科
に
入
学
し
た
後
も
水
彩
画
で

通
し
て
い
ま
す
。
昭
和
九
年
、
帝

展
で
水
彩
画
に
よ
る
初
め
て
の
特

■
婦
人
帽
子
店

一
九
三
五

選
を
受
貸
し
、
昭
和
十
一
年
に
は

芸
術
運
動
の
純
粋
化
を
唱
え
て
、

新
制
作
派
協
会
を
結
成
す
る
な
ど

斬
新
な
近
代
主
義
運
動
の
旗
手
と

し
て
画
壇
に
新
風
を
吹
き
続
け
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
水
彩
画
は
油
彩
画
に

至
る
一
過
程
と
も
み
な
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

『
水
絵
の
特
質
を
生
か
し
た
水

絵
ら
し
い
作
品
で
あ
る
と
同
時

に
、
よ
き
絵
画
と
し
て
の
水
絵

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』

「
油
彩
と
云
い
水
絵
と
云
う
も

ま
ず
絵
画
で
あ
る
と
い
う
こ
と

(
中
略
)

こ
の
こ
と
は
-
専
門

の
所
謂
水
彩
画
家
で
あ
る
前
に

先
ず
謙
譲
な
一
人
の
真
価
の
画

家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
血

と
い
う
自
覚
の
上
に
立
っ
た
水
彩

画
の
近
代
化
を
促
し
、
油
彩
画
に

く
四
人
の
女

一
九
三
九

劣
ら
な
い
絵
画
表
現
を
め
ざ
し
、

鋭
敏
な
都
会
的
感
覚
で
、
流
暢
な

描
写
と
明
快
な
色
調
を
駆
使
し
た

近
代
感
覚
あ
ふ
れ
る
新
鮮
な
水
彩

画
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

「
絵
画
の
面
白
さ
は
素
描
の
な

か
の
形
と
か
線
と
か
調
子
だ
け

で
充
分
味
え
る
も
の
』

「
素
描
と
い
う
絵
画
の
上
の
最

も
素
朴
な
姿
を
通
し
て
、
最
も

本
質
的
な
絵
画
の
美
し
き
が
我

々
を
打
つ
』

と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
絵
画

の
基
礎
と
し
て
の
素
描
の
重
要
性

を
と
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
展
示

し
て
あ
る
素
描
か
ら
も
水
彩
画
に

劣
ら
な
い
楽
し
み
が
充
分
に
味
わ

え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

デ
ッ
サ
ン
の
歌中

西
利
雄
作
詩

私
は
絵
を
描
く

あ
な
た
も
絵
を
描
く

ネ
ェ

ど
う
せ
描
く
な
ら
デ
ッ
サ
ン
を

ア
ー

し
っ
か
り
勉
強
し
ま
し
ょ
う

油
絵
も
水
彩
も

し
っ
か
り
描
か
な
き
ゃ

駄
目
で
す
よ

そ
り
ゃ
ほ
ん
と
の
こ
と
で
す

ネ
み
な
さ
ん

絵
の
講
習
会
の
折
に
白
か
ら
作

詩
作
曲
し
、
よ
く
講
習
生
と
一
議

に
歌
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
素
描

-
2
-

「
ピ
ア
ノ
の
あ
る
部
屋

一
九
四
七



みる・かたる・つくる-

●

特
別
展

絵
地
図
の
魅
力

本
年
度
第
一
回
の
特
別
展
「
絵

地
図
の
魅
力
」
は
、
古
地
図
・
絵

図
な
ど
に
表
現
さ
れ
た
地
図
と
し

て
の
世
界
と
山
水
画
、
風
景
画
と

し
て
の
絵
画
の
世
界
と
の
か
か
わ

り
を
中
心
に
、
双
方
に
連
結
し
て

流
れ
る
美
術
的
な
面
で
の
共
通
性

や
影
響
を
考
え
る
煉
覧
会
で
す
。

人
間
の
地
理
的
な
世
界
観
の
記

録
で
あ
る
絵
地
図
は
、
未
知
へ
の

好
気
心
を
促
し
、
新
し
い
知
識
を

求
め
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
し

て
き
た
。
第
三
者
に
見
ら
れ
、
使

用
さ
れ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
地
図

の
余
白
表
現
に
は
、
未
知
の
土
地

の
風
俗
や
月
の
満
ち
欠
け
な
ど
を

装
飾
的
に
表
現
す
る
な
ど
の
工
夫

が
見
ら
れ
ま
す
。
よ
り
美
し
く
、

魅
力
の
あ
る
世
界
を
追
求
し
、
単

な
る
実
用
の
範
間
を
越
え
て
、
絵

画
性
、
装
飾
性
の
豊
か
な
独
特
の

美
の
世
界
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

絵
地
図
に
は
、
「
世
界
図
・
日
本

図
辟
風
」
や
「
洛
中
洛
外
図
屠
風
」

の
よ
う
な
都
市
図
辟
風
に
み
ら
れ

る
絢
爛
豪
華
な
装
飾
美
術
の
世
界

を
切
り
開
い
た
も
の
、
国
絵
図
や

街
道
図
な
ど
ま
お
り
の
世
界
を
客

観
的
に
、
正
確
に
記
録
し
よ
う
と

し
た
も
の
、
そ
の
頂
点
と
し
て
本

県
に
関
係
の
深
い
伊
能
忠
敬
の
実

別
図
、
江
戸
文
化
の
華
で
あ
る
浮

世
絵
版
画
の
発
展
に
よ
る
石
川
流

宣
ら
の
絵
地
図
や
司
的
江
漢
、
亜

歌
登
固
辞
ら
に
よ
る
蘭
学
の
研
究

に
よ
る
洋
風
版
画
等
の
印
刷
に
よ

り
大
衆
化
さ
れ
た
も
の
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
表
現
形
式
が
あ
り
ま
す
。

地
上
の
あ
り
の
ま
ま
の
様
子
を

鳥
の
よ
う
に
高
い
所
か
ら
眺
め
て

表
現
し
た
も
の
に
烏
轍
図
が
あ
り

ま
す
。
鳥
取
(
バ
ー
ズ
・
ア
イ
)

は

古
く
か
ら
大
和
絵
(
土
佐
派
)
の
絵

巻
物
な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
宗
元

画
(
狩
野
派
)
、
南
画
・
文
人
画
、

淋
派
、
丸
山
・
四
条
派
は
も
と
よ

り
浮
世
絵
に
至
る
ま
で
幅
広
く
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
蔦
取
囲
は
、

真
上
か
ら
見
た
も
の
で
は
な
く
、

や
や
傾
斜
を
も
っ
た
視
点
か
ら
描

か
れ
て
い
る
の
で
、
純
然
た
る
地

図
と
は
言
え
ず
、
や
は
り
一
種
の

絵
の
世
界
に
は
遠
い
な
い
が
、
地

図
と
絵
画
の
世
界
を
結
ぶ
共
通
点

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
地
図
的
表

現
と
絵
画
的
手
法
の
迎
続
性
を
山

水
画
・
風
景
画
・
写
生
画
の
表
現

に
も
求
め
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。

版
画
技
法
の
面
か
ら
は
、
先
に

述
べ
た
浮
世
絵
版
画
系
、
銅
版
画

系
と
近
代
日
本
美
術
の
か
か
れ
り

も
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
西
洋
の
遠
近
法
が
、

わ
が
国
絵
画
に
影
轡
を
及
ぼ
す
最

初
の
頃
に
、
絵
地
図
の
中
に
先
ず

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
な
ど
も
考
え
て
み
た
い
も
の
で

す
。こ

の
他
に
も
、
地
図
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
美
術
工
芸
品
や
房
総
関
係

の
絵
地
図
、
伊
能
忠
敬
と
横
山
大

観
の
関
係
を
示
す
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
な
ど
絵
地
図
と
美
術
の
結
び

つ
き
を
、
主
と
し
て
絵
画
性
・
装

飾
性
に
焦
点
を
あ
て
、
多
様
な
発

展
を
し
た
絵
地
図
の
表
現
の
魅
力

を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

会
期
・
入
場
料

●
会
期

昭
和
5
7
年
9
月
n
日
㈲
̃
"
月

1
3
日
㈹

開
館
時
間

午
前
9
時
̃
午
後

4
時
0
0
分

月
蝶
日
休
館

(
た
だ
し
、
1
0
月
日
日
は
開
館

し
翌
1
 
2
日
を
休
館
)

●
入
場
料

一
般
五
〇
〇
円
(
三
〇
〇
円
)

大
・
高
生
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇

円
)
ヰ
・
小
生
二
〇
〇
円
(
七

〇
円
)

(

)
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体

料
金

な
お
、
学
校
団
体
に
つ
い
て
は

特
別
の
割
引
料
金
が
あ
り
ま
す
。

●
鴨
川
誠
一
展

を
終
え
て

本
館
で
は
、
開
館
以
来
、
房
総

に
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
、
定
住
し

て
近
代
日
本
の
美
術
界
に
お
い
て

活
躍
し
、
美
術
振
興
の
た
め
に
貢

献
し
て
き
た
美
術
家
た
ち
の
再
発

見
と
顕
彰
を
行
う
た
め
、
房
総
の

美
術
家
シ
リ
ー
ズ
を
企
画
し
て
い

る
が
、
そ
の
第
1
 
2
回
と
し
て

「
鴨

川
誠
一
展
-
画
業
7
0
年
の
回
顧
-
」

を
5
月
2
7
日
か
ら
6
月
1
 
7
日
ま
で

開
催
し
、
県
内
は
も
と
よ
り
県
外

か
ら
も
多
く
の
観
覧
者
を
週
、
え
、

好
評
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

会
場
正
面
に
か
け
ら
れ
た
氏
の

代
表
作
品
「
海
女
人
命
救
助
」
や

「
パ
リ
の
女
」
な
ど
人
物
や
、
花

な
ど
静
物
を
描
い
た
作
品
約
百
点

が
、
氏
の
こ
れ
ま
で
の
業
績
を
回

顧
す
る
た
め
に
展
示
さ
れ
た
が
、

氏
は
、
「
自
然
と
人
間
を
深
く
正
し

く
見
つ
め
、
自
然
の
心
を
理
解
し

躍
動
す
る
生
命
感
を
描
き
出
し
て

い
き
た
い
」
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
語
っ
て
い
る
。
本
膿
を
観
覧
さ

れ
た
多
く
の
方
々
は
、
力
強
く
、

み
ず
み
ず
し
い
若
さ
に
あ
ふ
れ
た

画
面
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

ま
た
、
本
展
の
開
催
に
伴
い
、

6
月
5
日
、
第
二
回

「
美
術
を

語
る
会
」

が
、
鳩
用
誠
一
氏
と

本
館
々
長
と
の
対
談
形
式
で
行

お
れ
た
。
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
絵
を
描
く
こ
と
を
決
心
し
た
が
、

当
時
は
絵
の
具
、
キ
ャ
ン
バ
ス
等

を
手
に
入
れ
る
の
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
く
、
苦
心
の
連
続
だ
っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
白
日
会
に
入
会

し
、
中
沢
弘
光
、
里
見
勝
蔵
ら
と

交
友
や
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
戦
後
会
員

と
な
っ
た
独
立
美
術
協
会
の
性
格
、

主
張
等
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
最
後

に
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
進
む
道
は

墨
絵
で
あ
り
、
墨
絵
に
よ
っ
て
自

分
の
芸
術
を
高
め
た
い
と
結
ば
れ

た
。語

る
会
終
了
後
、
開
催
中
の
「
鴨

川
誠
一
展
」
を
氏
の
解
説
に
よ
り

見
学
し
た
。i

 
i
 
i
I

γ
l
l
-
1
〃
′
-
1

更
に
、
氏
は
今
秋
に
も
東
京
で
個

展
を
開
催
す
る
と
い
う
。
氏
の
今

後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。



みる・かたる・つくる

浅

井

忠

●
購

入

浅
井
忠
作
「
欧
州
市
場
風
俗
」
(
水

彩
画
、
二
四
、
三
×
三
三
、
〇
伽
)

浅
井
忠
作
「
皇
太
子
馬
上
像
」
(
鉛

筆
、
四
八
、
二
×
三
三
、
二
C
m
)

欧州市場風俗

浅
井
は
、
数
多
く
風
俗
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
明
蛤
四

〇
年
刊
行
の

「
当
世
風
俗
五
十
番

歌
会
」
(
上
・
下
二
冊
)
で
あ
る
。

こ
の

「
欧
州
市
場
風
俗
」
は
、

「
木
魚
逝
響
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
絹
本
に
水
彩
で
着
彩
し

浅
井
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
人
物

を
前
景
に
配
置
し
た
構
図
で
あ
る
。

人
物
表
現
な
ど
少
し
堅
さ
が
認
め

ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
反
面
挿
絵
的

な
寡
聞
気
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

石
井
柏
手
は
、
そ
の
著
「
浅
井
忠
」

に
、
「
浅
井
は
池
遍
と
謀
っ
て
巳
里

風
俗
を
画
と
文
と
に
よ
っ
て
日
本

に
送
る
こ
と
を
思
ひ
立
ち
、
日
曜

ご
と
に
二
人
伴
立
っ
て
市
中
を
歩

い
て
は
面
白
い
と
思
ふ
も
の
を
挿

書
に
し
、
池
連
が
こ
れ
に
矩
文
を

添
へ
た
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の

作
品
は
、
そ
の
一
連
の
も
の
と
思

皇太子馬上像

お
れ
る
が
、
制
作

は
絹
本
に
描
か
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
帰
国
後
ま
も
な

く
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

●
寄

贈

兼
巻
洋
子
氏
よ
り

・
浅
井
忠
語
晒
・

●

葉
書
1
5
通

・
浅
井
息
関
係
葉
書
2
4
通

・
浅
井
忠
絵
葉
書
2
種

・
空
封
筒

(
書
簡
な
し
)

了
通

本
館
で
は
、
浅
井
忠
の
研
究
資

料
の
収
集
に
力
を
そ
そ
い
で
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
寄
贈
を
受
け

た
も
の
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
浅
井
の
書
簡
、
葉
書

に
つ
い
て
簡
単
に
そ
の
内
谷
を
紹

介
し
た
い
。

①
明
治
3
3
年
3
月
1
 
4
日
付
浅
井
達

三
宛
書
簡

1
4
目
に
付
、
的
時
に
上
陸
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
中
の
様
子
を

記
す

②
明
治
3
5
年
1
0
月
3
1
日
付
浅
井
安

子
宛
書
簡

パ
リ
万
国
博
覧
会
終
了
間
際

の
様
子
、
食
事
の
様
子
な
ど
。

③
明
治
3
6
寧
2
月
n
日
付
小
林
万

古
宛
書
簡

黒
田
清
輝
に
つ
い
て
の
問
い

合
方
せ
の
返
事
。

④
明
治
3
9
年
6
月
0
0
日
付
浅
井
達

三
宛
書
簡

母
及
び
京
都
の
一
家
に
つ
い

て
の
様
子
。

⑤
明
治
4
0
牛
1
月
2
日
付
浅
井
安

子
宛
書
簡

類
磨
旅
行
の
際
の
も
の
。
須

磨
で
の
生
活
に
つ
い
て
。

⑥
明
治
4
0
年
6
月
3
日
付
浅
井
達

三
宛
話
術

母
及
び
達
三
の
子
経
一
(
忠

が
預
か
り
)

の
様
子
。

⑦
明
治
4
0
年
7
月
3
1
日
付
浅
井
達

三
宛
語
間

飛
騨
旅
行
か
ら
帰
宅
後
、
旅

行
に
つ
い
て
の
報
告
。

⑧
明
治
4
0
年
8
月
2
7
日
付
浅
井
安

子
宛
書
簡

東
京
よ
り
出
し
た
尺
脂
。

⑨
不
詳
年
了
月
2
3
日
付
中
沢
岩
大

宛
書
簡待

ち
合
方
せ
時
間
の
確
認
。

⑩
不
詳
年
1
月
了
日
付
浅
井
家
皆

々
宛
詩
簡

妙
・
経
一
の
こ
と
な
ど
。

⑪
不
詳
年
5
月
了
日
付
間
本
楯
仙

宛
書
簡水

彩
画
幅
画
稿
の
送
り
状
。

⑬
不
詳
年
了
月
2
7
日
付
福
井
松
雄

鶴
巻
鶴
一
宛
書
簡

博
物
館
見
学
へ
の
誘
い
。

⑬
明
治
3
3
年
1
 
2
月
(
?
)
浅
井
の
母

宛
書
簡欧

州
か
ら
の
書
簡
。
欧
州
で

の
生
活
の
様
子
。
特
に
写
真
に

こ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
。

⑭
明
治
3
8
年
1
月
2
0
日
付
浅
井
安

子
宛
絵
築
書

飛
師
旅
行
の
際
の
も
の
。
中

津
川
着
。

⑮
明
治
3
9
年
1
 
2
月
2
9
日
付
浅
井
安

子
宛
葉
書

須
磨
旅
行
の
際
の
も
の
。

●

「
藁
屋
根
」
の
原
風
景

「
熊
虚
根
」
は
、
浅
井
忠
の
初
期

の
油
彩
画
で
、
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
春
畝
」
 
、
「
収
穫
」
と

比
肩
で
き
る
と
い
ね
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
の
原
風
景
を
追
跡
し
た

と
こ
ろ
、
浅
井
は
明
治
1
 
7
年
と
1
 
8

年
に
日
光
方
面
を
訪
ね
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
民
家
の
形
態
分
布
の

調
査
か
ら
、
尾
島
利
雄
著
「
日
本
の

民
俗
・
栃
木
」
に
、
「
栃
木
県
北
部

で
は
、
東
北
地
方
に
関
連
す
る
広

間
型
の
民
家
が
多
く
見
ち
れ
、
門

構
え
や
塀
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
」
と
あ
り
、
「
藁
屋
根
」
に

描
か
れ
た
民
家
の
説
明
を
読
む
よ

う
で
あ
っ
た
。
民
家
の
右
手
の
馬

屋
、
そ
の
先
の
縁
側
、
し
か
も
門

椿
え
も
塀
も
な
い
画
面
は
、
ま
ざ

れ
も
な
い
栃
木
県
北
部
で
の
、
風

景
と
の
対
話
を
無
言
の
う
ち
に
語

っ
て
い
る
と
み
た
。

(
在
)

4
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田 トピックスー

三
笠
宮
殿
下
ご
来
館

去
る
5
月
2
3
日
、
習
志

野
三
笠
会
総
会
に
御
出
席

の
た
め
来
襲
さ
れ
た
三
笠

宮
崇
仁
殿
下
が
、
本
館
を

訪
れ
た
。

殿
下
は
、
高
橋
在
久
館

長
の
案
内
で
、
常
設
収
蔵

作
品
虞
等
の
展
示
作
品
を

興
味
深
げ
に
ご
覧
に
な
ら

れ
た
が
、
な
か
で
も
お
見

様
の
今
上
天
皇
を
モ
デ
ル

に
し
て
描
い
た
浅
井
息
の

講座をこ見学の殿下

鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
「
皇
太
子
馬
上
像
」

に
目
を
止
め
ら
れ
、
熱
心
に
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
当
日
県
民
ア
ト
リ
エ
で

行
れ
て
い
た
洋
画
入
門
講
座
を
ご

見
学
に
な
り
、
受
講
生
に
お
気
軽

に
話
し
か
け
ら
れ
る
な
ど
、
な
ご

や
か
な
光
景
が
み
ら
れ
た
。

第
一
回
研
究
貝
会
議
開
く

去
る
6
月
廿
日
餞
、
本
年
度
第

一
回
研
究
員
会
議
が
本
館
会
議
室

で
開
か
れ
、
本
年
度
の
調
査
・
研

●

発
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
各

研
究
貝
か
ら
、
本
年
度
の
研
究
テ

ー
マ
、
研
究
内
容
、
研
究
方
法
等

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
が
、
特
に
美

術
館
所
蔵
の
複
製
画
に
つ
い
て
は

ぜ
ひ
活
用
し
た
い
と
の
希
望
が
多

く
出
さ
れ
、
そ
の
活
用
の
方
法
、

事
前
・
事
後
の
意
識
調
査
、
複
製

画
の
運
搬
方
法
等
に
つ
い
て
熱
心

な
協
議
が
な
さ
れ
た
‥

最
後
に
、
開
催
中
の
企
画
展
「
鴨

川
誠
一
展
」
を
鴨
川
氏
の
解
説
に

ょ
り
見
学
し
て
散
会
し
た
。

二
≡
三
三
三
二
三
一
三
三
三
三
三
≡
一
三
三
〇

特
別
展
入
館
料
を
改
定

-
≡
≡
三
三
-
三
二
三
一
≡
三
三
一
-
三
三
一
三
-

昭
和
5
7
年
4
月
1
日
か
ら
昭

和
5
8
年
3
月
3
1
日
ま
で
の
、
本

館
で
開
催
さ
れ
る
特
別
展
入
館

料
が
左
記
の
よ
う
に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
団
体
入
館
料
の
う
ち

学
校
団
体
と
は
、
美
術
館
を
学

校
教
育
の
一
環
と
し
て
、
あ
ち

か
じ
め
、
学
校
長
の
申
し
込
み

を
受
け
、
教
員
の
引
卒
の
も
と

に
展
覧
会
を
観
覧
し
よ
う
と
す

る
県
内
の
高
等
学
校
及
び
中
学

校
並
び
に
小
学
校
の
生
徒
、
児

童
の
こ
と
で
す
。

本
館
で
は
、
学
校
団
体
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。
学
校
教
育
と
の
か
か

お
り
か
ら
、
美
術
館
の
効
果
的
な

利
用
の
仕
方
等
に
つ
い
て
、
研
究

員
の
先
生
方
か
ら
も
ご
憲
兄
を
う

か
が
い
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
児
童
、
生
徒
の
み
な

さ
ん
に
美
術
作
品
に
親
し
ん
で
い

た
だ
き
、
美
術
館
が
も
っ
と
身
近

な
も
の
に
な
る
よ
う
、
積
極
的
な

美
術
館
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
団
体
(
2
0
名
以
上
)

一
般

三
〇
〇
円

高
校
生
・
大
学
生

二
〇
〇
円

小
・
中
学
校
児
童
生
徒七

〇
円

県
内
学
校
団
体
高
校
生七

〇
円

県
内
学
校
団
体
小
・
中
学
校

児
童
生
徒

五
〇
円

特
別
展
入
館
料
を
免
除

●
個
人一

般

五
〇
〇
円

高
校
生
・
大
学
生

三
〇
〇
円

小
・
中
学
校
児
童
生
徒

二
〇
〇
円

本
年
度
4
月
1
日
か
ら
当
分
の

間
、
特
別
展
観
覧
に
際
し
、
次
の

該
当
者
は
入
館
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
、
身
体
障
害
者
手
帳
配
布
対

象
者
(
た
だ
し
、
第
一
種
身

体
障
害
者
に
つ
つ
い
て
は
、

介
護
者
も
免
除
)

2
、
療
育
手
帳
配
布
対
象
者

(
介
護
者
も
免
除
)

3
、
千
葉
県
発
行
「
長
者
の
し

ろ
べ
」
配
布
対
象
者

た
だ
し
、
1
、
2
、
2
の
場

合
は
、
入
館
の
際
に
当
該
手
帳

を
呈
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
当
日
手
帳
を
持
参
し

て
い
な
い
場
合
で
も
、
明
ら
か

に
該
当
す
る
と
思
お
れ
る
場
合

に
は
、
同
様
の
取
り
扱
い
を
し

ま
す
。

暮

春

*

奪

美
術
館
協
議
会
委
貝
決
ま
る

館
の
運
営
等
に
関
し
、
館
長
の

諮
問
に
応
じ
る
協
議
会
の
委
員
に

は
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
関

係
者
並
び
に
学
識
経
験
者
の
1
 
0
名

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
任

期
満
了
に
と
も
な
い
、
新
し
く
委

員
が
決
定
し
た
。
本
年
度
第
1
回

美
術
館
協
議
会
が
1
月
2
日
、
本

館
研
修
室
で
行
お
れ
、
昭
和
5
7
年

度
の
予
算
、
展
覧
会
事
業
並
び
に

普
及
事
業
等
に
つ
い
て
協
議
が
交

わ
さ
れ
た
。

な
お
、
新
た
に
決
ま
っ
た
委
員

は
次
の
方
々
で
あ
る
。

浅
見
書
舟
(
県
美
術
会
会
長
)

足
立

棄
(
九
十
九
里
町
九
十
九

里
中
学
校
長
)

石
母
田
権
兵
衛
(
県
立
東
金
高
等

遠
藤
健
郎

郡
司
幹
雄

鈴
木
民
三

高
橋
恒
三

田
中

穣

野
口
貞
子

牧
田

茂

学
校
長
)

(
画
家
)

(
県
文
化
財
保
護
審
議

会
副
会
長
)

(
県
立
美
術
館
友
の
会

会
長
)

(
和
洋
女
子
大
学
常
務

理
事
)

(
美
術
評
論
家
)

(
千
葉
市
婦
人
グ
ル
ー

プ
連
絡
会
役
員
)

(
白
梅
学
園
短
期
大
学

教
授
)

(
五
十
音
順
・
敬
称
略
)
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◎
第
三
回
美
術
を
語
る
会

期
日

8
月
2
日
出

時
間

1
4
時
-
1
 
5
時
半

主
題

「
私
の
中
西
利
雄
観
」

話
題
提
供
者

陶
山

侃
氏

(
洋
画
家
)

◎
第
二
期
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

期
日

8
月
1
9
・
2
0
日

講
師

羽
生
智
樹
氏

◎
第
一
期
て
ん
刻
入
門
講
座

期
日

8
月
2
6
・
2
7
日

誌
師

霊
園
鴻
常
民

◎
第
二
期
洋
画
研
修
講
座

期
日

8
月
2
8
・
2
9
日

9
月
1
8
・
1
9
日

1
0
月
2
・
3
日

講
師

高
橋
規
矩
治
郎
氏

◎
版
画
入
門
講
座

期
日

8
月
了
・
8
、
1
4
・

1
5
、
2
0
・
2
1
・
2
2
日

講
師

深
沢
幸
雄
氏

◎
彫
塑
入
門
講
座

期
日

9
月
2
8
・
2
9
日

1
0
月
5
・
6
日

1
2
・
1
3
・
1
4
日

詰
師

青
木
三
四
郎
氏

※
各
種
講
座
の
応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
、
受
講
希
望

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
令

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
美

術
館
普
及
墟
あ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
第
六
回
美
術
館
夏
季
大
学

本
館
で
は
〃
み
る
・
か
た
る
・

つ
く
る
〃
活
動
の
一
環
と
し
て
、

本
年
も
「
美
術
館
夏
季
大
学
」
を

開
設
し
ま
す
。

今
回
は
、
水
彩
画
を
含
め
た
洋

画
の
歴
史
と
見
方
・
楽
し
み
方
等

に
焦
点
を
あ
て
て
開
話
し
ま
す
の

で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
期
日

昭
和
5
7
年
了
月
0
0
日

㈱
・
了
月
3
1
日
出

二
、
時
間

午
前
1
 
0
時
̃
午
後
3

時
半

彊
串

講
師

植
村
鷹
千
代
(
美

術
評
論
家
)

と
。
.
-
-
-
-
)
-
-
-
」

割
出
拒

ご
あ
ん
な
い

三
、
場
所

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」

講
堂

四
、
受
講
料

無
料

五
、
内
容
(
予
定
)

第
一
日

・
水
彩
画
の
歴
史
と
見
方

講
師

遠
藤
健
郎
(
洋
画
家
)

・
具
象
絵
画
の
歴
史
と
見
方

講
師

田
中
穣

(
美
術
評
論

家
)

第
二
日

・
絵
画
の
楽
し
み
方

講
師

飯
田
祐
三

(
画
廊

社
長
)

・
抽
象
絵
画
の
歴
史
と
見
方

〇
〇
〇
1
i
"
i
○
○
●
・
〇
〇
・
〇
〇
〇
〇
・
〇
〇

●

●
千
葉
美
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
&

青
枢
展7

月
6
日
̃
1
 
8
日

●
第
1
 
3
回
千
葉
市
水
墨
画
同
好

会
連
合
会
展

了
月
2
0
日
̃
8
月
1
日

●
第
2
回
千
葉
サ
ン
ケ
イ
現
代

洋
画
展8

月
3
日
̃
1
 
5
日

●
第
u
回
写
真
千
葉
県
展

8
月
1
 
7
日
̃
2
9
日

●
第
1
0
回
千
葉
市
教
職
員
美
術

展
覧
会8

月
1
 
7
日
̃
2
9
日

●
第
1
 
2
回
い
て
ふ
会
彫
刻
展

8
月
1
 
7
日
̃
2
9
日

●
第
7
回
子
供
と
教
師
の
作
品

展

8
月
2
4
日
̃
2
9
日

●
静
雅
書
道
会
小
中
学
都
子
棄

地
区
展8

月
3
1
日
̃
9
月
5
日

●
龍
峡
書
道
会
千
葉
県
人
展

4
日
‥3

●
・
-
’223282

-
〇
日
の1318

●
・
-
▲3262_

128?一
‖
‖3

6
月21

目
黒
区
立
美
術
館
開
設
準

備
室
2
名

文
部
省
2
0
名

愛
知
県
文
化
会
館
企
画
課

長
桜
木
廉
氏
-

埼
玉
県
立
美
術
館
開
設
準

備
室
3
名

衆
議
院
議
員
臼
井
日
出
男

氏宮
崎
県
教
育
委
員
会

埼
玉
県
立
美
術
館
開
設
準

備
室

習
志
野
三
笠
会

三
笠
宮

崇
仁
殿
下
他
0
0
名

神
奈
川
県
営
繕
課

沼
田
県
知
事
鳩
用
誠
一
展

を
観
覧

下
関
市
建
築
課
長

今
井
教
育
長
鴨
川
誠
一
展

を
観
覧

仙
台
市
博
物
館
拡
大
委
員

会
佐
藤
明
氏

93282

5
日
り

-
」
J

●
122

ー
」
J27292

6
月l

・
▲5

8
月
3
 
1
日
̃
9
月
5

しま

4
月1

辞
令
交
付
式

離
着
任
式

●

7‖
‖1316171

7
月2

県
立
美
術
館
博
物
館
、
館

長
会
議

県
立
美
術
館
博
物
館
、
庶

務
課
長
学
芸
課
長
会
議

美
術
館
友
の
会
理
事
会
、

評
議
員
会

第
1
回
美
術
を
語
る
会

第
1
期
洋
画
入
門
講
座
開

講千
葉
南
口
-
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
よ
り
白
木
蓮
寄
贈

千
葉
県
博
物
館
協
会
役
員

会場
用
誠
一
展
始
ま
る
(
6

月
1
7
日
ま
で
)

第
1
期
洋
画
研
修
講
座
閑

話第
1
期
陶
芸
入
門
講
座
開
講

第
2
回
美
術
を
語
る
会

第
1
期
日
本
画
入
門
講
座

開
講

日
本
博
物
館
協
会
職
員
研

修
会

(
庶
務
部
門
)

5
7
年
度
第
1
回
研
究
員
会
議

美
術
館
友
の
会
美
術
鑑
賞

パ
ス
の
旅

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
、

中
西
富
江
氏
宅
訪
門

千
葉
県
博
物
館
協
会
役
員

会
総
会

5
7
年
度
第
1
回
協
議
会

6


